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平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
桜

川
市
に
住
ん
で
い
て
、
平
成
19
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
次
の
所
得

な
ど
が
あ
っ
た
方

①
事
業
等
所
得
（
農
業
・
営
業
な

ど
）・
不
動
産
所
得
・
配
当
所
得
・

雑
所
得
・
一
時
所
得
の
あ
っ
た
方

②
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
方

・ 

給
与
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え

る
方

・ 

給
与
以
外
に
農
業
・
不
動
産
・

営
業
所
得
や
配
当
な
ど
の
所
得

が
あ
る
方

・ 

２
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払

を
受
け
取
っ
た
方　

⑤
土
地
・
家
屋
等
の
資
産
譲
渡
の

あ
っ
た
方

⑥
前
記
①
か
ら
⑤
以
外
の
方
で
、

非
課
税
証
明
書
ま
た
は
所
得
証
明

書
が
平
成
20
年
度
に
必
要
な
方

・ 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務

署
へ
提
出
し
た
方

・ 

給
与
所
得
の
み
で
勤
務
先
か
ら

『
給
与
支
払
報
告
書
』
が
市
に

提
出
さ
れ
て
い
る
方

・ 

公
的
年
金
所
得
の
み
で
所
得
税

が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
方

で
『
公
的
年
金
支
払
報
告
書
』

が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方

・
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
印
鑑
）

・ 

事
業
（
農
業
・
営
業
な
ど
）・

不
動
産
（
地
代
・
家
賃
な
ど
）・

譲
渡
（
土
地
な
ど
）
所
得
の
あ

る
方
／
収
支
内
訳
書
・
売
買
契

約
書

・ 

給
与
な
ら
び
年
金
所
得
の
あ
る

方
／
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）・

支
払
明
細
書

・ 

諸
控
除
を
受
け
る
方
／
国
民
健

康
保
険
・
国
民
年
金
・
生
命
保

険
・
介
護
保
険
・
損
害
保
険
（
地

震
・
長
期
）
な
ど
の
領
収
書
ま

た
は
証
明
書

・ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
／
病

院
・
薬
局
（
レ
シ
ー
ト
可
）・

施
設
な
ど
の
領
収
書
（
原
本
）

・ 

住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
方
／

登
記
簿
謄
本
・
住
民
票
・
売
買

契
約
書
（
写
）
ま
た
は
請
負
契

約
書
（
写
）・
年
末
残
高
等
証

明
書
・
預
金
通
帳
（
本
人
名
義
）・

建
築
確
認
通
知
書
（
写
）【
増

改
築
の
場
合
】

※
必
要
書
類
に
不
備
が
あ
る
場

合
、
申
告
相
談
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

  

『
収
支
計
算
内
訳
書
』
は
、
前

年
の
申
告
に
基
づ
き
生
産
組
合
長

か
ら
届
き
ま
す
。

・ 

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
が
引
き
き
れ
な
か
っ
た
方

は
、
申
告
に
よ
り
（
３
月
17
日

ま
で
）
引
き
き
れ
な
か
っ
た
分

を
住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 

平
成
19
年
中
の
所
得
が
減
っ
て

所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ

た
方
、
申
告
に
よ
り
（
７
月
１

日
か
ら
31
日
ま
で
）
す
で
に
納

付
済
み
の
平
成
19
年
度
分
の
住

民
税
額
か
ら
増
額
分
が
還
付
さ

れ
ま
す
。

平
成
20
年
度　

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
を
忘
れ
ず
に
！

２
月
18
日
（
月
）
〜 

３
月
17
日
（
月
）ま
で

　

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は
、２
月
18
日（
月
）〜　

３
月
17
日（
月
）

の
土
・
日
曜
日
を
除
く
期
間
、
大
和
・
岩
瀬
・
真
壁
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
３
月
９
日
（
日
）
は
、
休
日
で
す
が
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
書
は
発
送
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
事
前

に
必
要
な
方
は
、
大
和
庁
舎
税
務
課　

市
民
税
第
一
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め
、
地
区
ご
と
に
相
談
日
を

指
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

所
得
が
な
か
っ
た
方
で
も
申
告
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽

減
、
医
療
福
祉
、
県
営
・
市
営
住
宅
の
入
居
、
児
童
手
当
、
保
育
園
・
幼

稚
園
の
入
園
な
ど
の
申
請
に
必
要
な
各
種
所
得
に
関
す
る
証
明
書
が
発
行

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
書(

所
得
税)

及
び　

個
人
事
業
者(

消
費
税)

の
申
告
書
が

届
い
て
い
る
方
の
申
告
相
談
は
、
下
館
駅
北
口
『
ス
ピ
カ
』
６
階
で
行
っ

て
い
ま
す
。

を
受
け
、
年
末
調
整
で
合
算
さ

れ
て
い
な
い
方

・ 

中
途
退
職
者
や
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
で
、
勤
め
先
で
年
末
調
整
な

ど
を
さ
れ
て
い
な
い
方

・ 
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
、
寄
付
金
控
除
な
ど

を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
方

③
公
的
年
金
所
得
者
で
次
の
よ
う

な
方

・ 

公
的
年
金
以
外
に
所
得
が
あ
る

方
・ 

他
の
所
得
が
な
い
場
合
で
も
、

各
種
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
方

④
生
命
保
険
金
や
満
期
返
戻
金
等

市民税･県民税の申告は

問合先／税務課　市民税第一係（　58－5111・75－3111・内線1121、1122）

3月17日(月)まで

※申告会場は、大変混み合いますので次のことに留意してください。

　・ 事業、農業、不動産所得等を申告される方は、必ず「収支内訳書」を事前に作成してご持参ください。

　・ 医療費控除を受ける方は、①診療を受けた人②医療費の支払い先ごとに領収書を整理し、計算を済ませ内訳書を作成してお

いてください。

　・「市内全域」の日は、どの会場でも申告相談を受付けます。

平成20年度　市民税・県民税申告相談日程表
申告相談時間／ 9時～ 16時 (12 時～ 13時は除きます。)

　　　　　　　※午前中の受付でも時間帯によっては、午後に回っていただく場合があります。

申告相談受付日 岩瀬庁舎裏２階大会議室 真壁庁舎１階会議室 大和中央公民館大会議室

２　
　

月

１８（月） 東区 1・2・3、御領、明日香 下小幡、桜井 本木

１９（火） 元岩瀬、西区 長岡、原方 大曽根

２０（水） 桜川、富士見台、大岡、常盤町 上小幡、白井 東飯田、西方

２１（木） 犬田、長方南、長方北、中泉 羽鳥、北椎尾 阿部田

２２（金） 上の原、下泉、堤上、本郷
東山田、南椎尾（南・椎尾山・
県営アパート・紫尾団地）

羽田

２５（月） 西飯岡、飯渕、大泉 南椎尾（福田・遠西）、酒寄 宮、木崎

２６（火） 鍬田、久原、富岡 上谷貝、細芝、大塚新田 前原、金敷

２７（水） 西小塙 1・2・3 東矢貝、下谷貝 中丸木、福泉

２８（木） 加茂部 1・2、高幡、今泉、木植 伊佐々、田（鍋屋）、塙世 高久、中根、鷲宿

２９（金） 猿田、曽根、松田、東友部、駅前 山尾、亀熊 青木、高森

３　
　

月

 ３　（月）
西友部、上城、稲荷橋、谷中、
水戸

上宿、下宿、川原町、高上町、大和町、
仲町、新宿、古城、田（山口・金井）

市　内　全　域

 ４　（火） 青柳、磯部、稲 飯塚、源法寺、須津賀

 ５　（水） 富谷、中里

市　内　全　域

 ６　（木） 入野本田・新田、門毛東・西

 ７　（金） 南飯田、間中

 ９　（日） 市　内　全　域

１０（月） 平沢、坂本、池亀、山口

１１（火） 福崎、亀岡、大月、小塩

１２（水）

市　内　全　域
１３（木）

１４（金）

１７（月）

農
業
所
得
は
収
支
計
算
で

申
告
が
必
要
な
人

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

申
告
に
必
要
な
も
の

住
民
税
の
変
わ
っ
た
と
こ
ろ

《
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
Ｑ
＆
Ａ
》

《
詳
細
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。》

・ 

桜
川
市　

h
ttp
://w
w
w
.city.saku

rag
aw
a.lg
.jp
/　

⇒

 
暮
ら
し
の
情
報⇒

 
手
続
き
と
申
請⇒

 
税
金⇒

 
市

民
税

・ 

総
務
省　

h
ttp
://w
w
w
.so
u
m
u
.go
.jp
/　

⇒

 
重
要
な

お
知
ら
せ⇒

 
税
源
移
譲

・ 

全
国
地
方
税
務
協
議
会　

h
ttp
://w
w
w
.zen
zeikyo

.jp
/

⇒

 
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

「
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
」
は
、「
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
可
能
額
」
と
「
税
源
移
譲
前
の
税

率
を
用
い
て
算
出
し
た
所
得
税
額
」
の
い
ず
れ

か
少
な
い
金
額
か
ら
「
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額
」
を
差
し
引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
の
金
額
は
ど

う
決
ま
る
の
？

QA
給
与
所
得
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
分

の
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
の
摘
要
欄
に
「
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
」
が
記
載
さ
れ
、

こ
の
金
額
が
源
泉
徴
収
票
の
「
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
の
額
」
よ
り
大
き
い
場
合
に
、
住
民

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ど
う
い
う
場
合
に
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
対
象
と
な
る
の
？

QA
「
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
の
適
用
は
あ

り
ま
せ
ん
。
別
途
、
所
得
税
に
お
い
て
、
新
た

な
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度
の
特
例
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
下
館
税
務
署
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。（「
従
来
の
方
式
」
と
「
控
除
率
を
引
き

下
げ
て
控
除
期
間
を
延
長
す
る
方
式
（
10
年
か

ら
15
年
に
延
長
）」
の
選
択
制
を
と
る
特
例
が

創
設
さ
れ
て
い
ま
す
）

平
成
19
年
以
降
に
入
居
し
た
場
合
は
？

QA
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納
税
が
滞
っ
た
方
に
は
、
市
税

催
告
書
に
よ
り
未
納
額
の
お
知
ら

せ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
返

事
な
ど
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

訪
問
徴
収
や
財
産
の
差
押
え
な
ど

の
滞
納
整
理
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

市
税
に
つ
い
て
年
度
内
に
完
納

が
見
込
め
な
い
方
は
、
お
早
め
に

収
税
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
収
税
課
で
は
、
所
得

や
今
後
の
課
税
状
況
を
踏
ま
え
、

そ
の
方
に
応
じ
た
納
税
計
画
を
作

成
し
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
来
庁
く
だ
さ
い
。

　

桜
川
市
に
お
け
る
市
税
等
収
入

未
済
額
の
確
保
を
図
り
、
税
負
担

公
平
性
の
維
持
向
上
を
目
的
に
、

昨
年
11
月
末
、
桜
川
市
税
等
収
納

向
上
対
策
本
部
を
設
置
し
、
職
員

納
税
一
斉
推
進
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。（
結
果:

12
月
20
日
集
計
）

・ 

納
税
推
進
期
間
／
平
成
19
年
11

月
19
日
〜
11
月
30
日

・ 

納
税
推
進
職
員
数
／
３
６
４
人

・ 

訪
問
総
数
／
９
７
２
戸
（
内
納

　桜川市の市税等納税通知書の発送は、毎年

４月の固定資産税納税からはじまり、翌年２

月末の同税４期目の納税で１年間の納税期間

が終了します。

　この間の未納税金を翌年度に持ち越します

と、次年度の税金と未納税額が重なり大きな

負担となることから、今年度の税金は、今年

度内（３月中）に納税をお願いいたします。

付
件
数
／
５
８
８
戸
）

・ 

納
付
総
額
／
２

６
６
６
万
２

４
０
１
円

　

以
上
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま

し
た
、
皆
様
の
ご
協
力
を
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〝
ウ
ッ
カ
リ
を
シ
ッ
カ
リ

ふ
せ
ぐ
市
税
等
の
口
座
振
替
〞

　

こ
の
よ
う
な
標
語
の
ポ
ス
タ
ー

を
市
内
金
融
機
関
で
見
か
け
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

　

納
期
日
に
な
る
と
、
納
税
者
の

方
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納

税
さ
れ
、
納
め
忘
れ
や
納
期
ご
と

に
納
め
る
手
間
が
省
け
る
、安
心
・

便
利
・
確
実
な
口
座
振
替
（
自
動

払
込
）
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

市
税
等
の
口
座
振
替
は
、
市
内

す
べ
て
の
金
融
機
関
お
よ
び
各
支

所
で
申
込
が
で
き
ま
す
。
手
続
き

も
簡
単
で
す
。
ま
だ
口
座
振
替
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非
ご
利

用
下
さ
い
。
な
お
、
口
座
振
替
納

付
の
手
続
き
は
、
預
金
通
帳
な
ど

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
・
金
融

機
関
届
出
印
を
持
っ
て
、
市
内
金

融
機
関
窓
口
ま
た
は
市
役
所
税
務

課
・
収
税
課
・
国
保
年
金
課
お
よ

び
支
所
市
民
生
活
課
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
年
度
内
に
完
納
が
見
込

め
な
い
方
は
、
お
早
め
に

納
税
相
談
を

■
職
員
納
税
一
斉
推
進
の

結
果
に
つ
い
て

■
納
税
は
、
安
心
・
便
利
・

確
実
な
口
座
振
替
で
！

月別 納付書
発送予定日 内容 納期限 税目および期別

４
月

15
日

固定資産税　全
期および１期
／国民健康保
険　１期（暫定
賦課）／介護
保険料　１～３
期（暫定賦課）

４月30日（水）

固定資産税　１期
／国民健康保険税
１期／介護保険料
１期

５
月

15
日

軽自動車税　全
期

６月２日（月）軽自動車税　全期

６
月

16
日

市県民税　全期
および１期

６月30日（月）
市県民税　１期／
介護保険料　２期

７
月

15
日

国民健康保険
税　２～８期

７月31日（木）

固定資産税　２期
／国民健康保険税
２期／後期高齢者
医療保険料　１期

８
月

９月１日（月）

市県民税　２期／国
民健康保険税　３期
／後期高齢者医療
保険料　２期／介護
保険料　３期

９
月

９月30日（火）
国民健康保険税　
４期／後期高齢者
医療保険料　３期

月別 納付書
発送予定日 内　　容 納 期 限 税目および期別

10
月

15
日

介護保険料　4
～ 6期

10月 31 日
（金）

市県民税　３期／国
民健康保険税　５期
／後期高齢者医療
保険料　４期／介護
保険料　４期

11
月

12 月１日（月）

固定資産税　３期／
国民健康保険税　６
期／後期高齢者医
療保険料　５期

12
月

12 月 25 日
（木）

国民健康保険税　７
期／後期高齢者医
療保険料　６期／介
護保険料　５期

 

１
月

２月２日（月）
市県民税　４期／
後期高齢者医療保
険料　７期

２
月

３月２日（月）

固定資産税　４期
／ 国民健康保険
税　８期／後期高
齢者医療保険料　
８期／介護保険料
６期

※なお、詳細については広報「さくらがわ」４月号に掲載いたします。

■平成20年度 市税等の月別納付書発送予定日および税目納期限
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　地方分権の進展に伴い、市町村の役割はますます

大きくなっています。このような時代に対応するた

めには、常に組織機構の改革を意識し効率的な行政

システムを図っていかなければなりません。

　桜川市では、市職員で構成される「桜川市機構改

革検討委員会」を設置し検討を重ねた結果、従来の

総合支所方式から分庁舎方式へと変更し、人員の適

正な配置や人件費の見直しなど、行財政改革を進め

てまいります。これに伴い、これまで支所に配置さ

れていた市民生活課や税務課分室などが、平成 20

年 4月 1日からは「総合窓口課」となります。

　担当課の名称は変わりますが、仕事内容は各庁舎

に配置された以外の部局の窓口業務を行いますので

ほとんど変わりません。各証明書の発行・申請手続

きなどは、従来どおり各支所の総合窓口課で取り扱

います。詳しくは下表をご覧ください。

　その他、何かお困りごとがありましたらお気軽に

「総合窓口課」へご相談ください。

　日常生活に必要な証明書などを発行するほか、

各種の手続きができます。また、市民の皆様から

お預かりした書類などは、各庁舎の担当課へお届

けいたします。

●戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、埋火葬許可、

国民年金、国民健康保険給付・申請、医療福祉、

老人保健医療などの事務（岩瀬庁舎は市民課およ

び国保年金課で対応）

●所得証明書、固定資産証明、納税証明書、課税

証明、原動機付自転車、小型特殊自動車の標識な

どの税関係事務（大和庁舎は税務課および収税課

で対応）

■問合先／職員課（ 58－ 5111・75 － 3111、

内線 1210・1211・1212）

■総合窓口課の主な業務内容

支所に配置されていた市民生活課や税務課分室などが 4月 1日から「総合窓口課」に

支所に配置されていた保健福祉課や税務課分室などが
「総合窓口課」となりますが、証明書の発行・申請手
続きなどは、従来どおり支所の総合窓口課で取り扱い
ます。

4月 1日からの各庁舎の組織体制

現　在 H20.4.1から

大和庁舎

（本庁）

・保健福祉課

・経済課
総合窓口課

岩瀬庁舎

（支所）

・地域窓口課

・市民生活課

・税務課分室

総合窓口課

真壁庁舎

（支所）

・地域窓口課

・市民生活課

・保健福祉課

・税務課分室

総合窓口課

市役所の部署の配置が変わります
４月１日から４月１日から



　

お
客
様
番
号
は
先
に
ご
登
録
い

た
だ
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
パ

ス
ワ
ー
ド
、
電
話
用
暗
証
番
号
と

共
に
、
チ
ケ
ッ
ト
の
お
申
込
み
や

登
録
内
容
の
変
更
な
ど
の
際
に
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

お
客
様
番
号
は
先
に
ご
登
録
い

た
だ
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
パ

ス
ワ
ー
ド
、
電
話
用
暗
証
番
号
と

共
に
、
チ
ケ
ッ
ト
の
お
申
込
み
や

登
録
内
容
の
変
更
な
ど
の
際
に
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

お
客
様
番
号
は
先
に
ご
登

録
い
た
だ
い
た
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
用
パ
ス
ワ
ー
ド
、
電

話
用
暗
証
番
号
と
共
に
、
チ
ケ
ッ

ト
の
お
申
込
み
や
登
録
内
容
の
変

更
な
ど
の
際
に
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

岩瀬桜川ＣＣ（カントリー
クラブ ）から

市スポーツ芸術文化振興協会に寄付

　

岩
瀬
桜
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
行
政
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
「
桜
川
市
ス
ポ
ー
ツ

芸
術
文
化
振
興
協
会
」
に
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
「
第
18
回

開
場
記
念
杯
ゴ
ル
フ
大
会
」
開
催
時

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
か
ら
寄
付
さ

れ
た
も
の
で
、
こ
の
桜
川
市
ス
ポ
ー

ツ
芸
術
文
化
振
興
協
会
は
、
ス
ポ
ー

ツ
お
よ
び
芸
術
文
化
の
振
興
の
た

め
、
団
体
と
個
人
に
助
成
や
優
れ
た

芸
術
文
化
鑑
賞
の
機
会
提
供
な
ど
を

行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
の
分

野
に
お
け
る
優
れ
た
人
材
育
成
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

子どもたちが日本の
伝統文化の「いけばな」を体験

　

子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
伝
統
文
化

の
「
い
け
ば
な
」
を
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
、
真
壁
中
央
公
民
館
で
「
真

壁
い
け
ば
な
こ
ど
も
教
室
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
文
化
庁
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
、
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
の
一
つ

で
、
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
昨

年
７
月
か
ら
全
14
回
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
参
加
し
た
20

人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
、
は
さ

み
を
持
つ
に
も
危
な
っ
か
し
い
手
つ

き
で
し
た
が
、
回
を
重
ね
た
今
は
、

様
々
な
道
具
使
い
に
も
慣
れ
、
立
派

な
作
品
を
生
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

「
真
壁
い
け
ば
な
こ
ど
も
教
室
」
の
み
な
さ
ん

が
、
日
頃
の
成
果
を
見
て
い
た
だ
こ
う
と
真

壁
中
央
公
民
館
で
花
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

永年の農林水産統計調査で
農林水産大臣から感謝状

　

高た
か

橋は
し

茂し
げ

雄お

さ
ん
（
大
国
玉
地
区
）

と
臼う

す

井い

昂こ
う

之の

助す
け

さ
ん
（
真
壁
町
亀
熊

地
区
）、
鈴す

ず

木き

克か
つ

彦ひ
こ

さ
ん
（
真
壁
町

東
山
田
地
区
）
に
農
林
水
産
大
臣
か

ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
業
経
営
統
計
調
査
農

家
と
し
て
、
高
橋
さ
ん
が
10
年
・
臼

井
さ
ん
が
５
年
、
林
業
経
営
統
計
調

査
農
家
と
し
て
、
鈴
木
さ
ん
が
５
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
毎
日
の
現
金
収

支
・
労
働
時
間
な
ど
を
詳
細
に
記
帳

す
る
な
ど
、
農
林
水
産
統
計
調
査
の

功
績
が
認
め
れ
た
も
の
で
す
。今
後
、

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
農
家
の
経
営
改

善
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
幅
広
く

利
用
さ
れ
ま
す
。

農
林
水
産
統
計
調
査
に
家
族
ぐ
る
み
で
協
力

さ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
た
（
右
か
ら
）
鈴
木
克
彦
さ
ん
、
高
橋

茂
雄
さ
ん
、
臼
井
昂
之
助
さ
ん

南
みなみいいだ

飯田・羽
は

黒
ぐろ

小で「すこやかフェスタ」
「はぐろ市」を開催

　

南
飯
田
小
学
校
と
羽
黒
小
学
校
で

「
す
こ
や
か
フ
ェ
ス
タ
」「
は
ぐ
ろ
市
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
南
飯
田
小
は
三
世
代
交

流
、
羽
黒
小
で
は
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
交
流
の
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
両
校
合
わ
せ
て
児
童
・
保

護
者
・
地
域
の
み
な
さ
ん
約
６
６
０

人
が
参
集
。両
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
講
習
会
や
地
元
「
桜

さ
く
ら

児こ

を
知
る
会
」
に
よ
る
能
楽
太
鼓
演

奏
、
模
擬
店
や
昔
の
遊
び
な
ど
を
体

験
し
、
地
域
の
方
々
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
楽
し
い
１
日
と
な

り
ま
し
た
。

地
域
の
お
年
寄
り
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て

楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
う
子

ど
も
た
ち
（
南
飯
田
小
）

体育協会とスポーツ少年団が
救急救命法などの合同研修会

　

合
併
後
初
め
て
の
、
市
体
育
協
会

会
員
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
の

合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
参
加
し
た
22
団
体
約
60
人
の

方
は
、
ス
ポ
ー
ツ
中
の
応
急
処
置
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
扱
操
作
を
筑
西
広
域
消
防
本
部

大
和
分
署
員
か
ら
指
導
を
受
け
、
ま

た
、
白は

く

鴎お
う

大
学　

藤ふ
じ

井い

和か
ず

彦ひ
こ

先
生
の

「
新
し
い
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

考
え
方
に
つ
い
て
」
の
講
演
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。「
今
回

学
ん
だ
こ
と
を
日
々
の
活
動
に
活
か

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
次
回
も
参

加
し
た
い
。」
と
、
参
加
し
た
み
な

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

岩瀬球友会学童新人野球大会で
岩瀬西野球スポ少が優勝

第
５
回
岩
瀬
球
友
学
童
新
人
野
球
大
会
で
優

勝
に
輝
い
た
、
岩
瀬
西
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
み
な
さ
ん
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岩
瀬
総
合
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
Ａ
で
開
催
さ
れ
た
「
第
５
回

岩
瀬
球
友
学
童
新
人
野
球
大
会
」で
、

岩
瀬
西
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
県
西
学
童
野
球
新
人

戦
優
勝
・
準
優
勝
チ
ー
ム
や
日
本
ハ

ム
旗
学
童
野
球
茨
城
大
会
出
場
チ
ー

ム
な
ど
の
強
豪
32
チ
ー
ム
が
参
加
。

１
回
戦
か
ら
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が
展

開
さ
れ
た
中
、
見
事
、
同
チ
ー
ム
が

５
試
合
を
勝
ち
抜
き
、
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。「〝
野
球
は
楽
し
く
、
勝
負

は
勝
つ
〞
を
合
言
葉
に
、
み
ん
な
で

勝
ち
取
っ
た
優
勝
で
す
。」
と
、
監

督
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

岩
瀬
桜
川
Ｃ
Ｃ
の
柳や

な

川が
わ

代
表
取
締
役
（
写
真

左
か
ら
２
番
目
）
と
秋あ

き

元も
と

総
務
部
長
（
写
真

左
側
）
と
が
大
和
庁
舎
に
来
庁
。
中
田
市
長

（
写
真
右
か
ら
２
番
目
）
と
石
川
教
育
長
（
写

真
右
側
）
に
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

【
会
場
】
総
合
運
動
公
園
・
青
柳
運

動
場
・
真
壁
運
動
場

【
参
加
】
お
父
さ
ん
の
部
（
１
部
）

／
30
チ
ー
ム
、
同
部
（
２
部
）
／
25

チ
ー
ム
、
壮
年
の
部:

11
チ
ー
ム

【
大
会
結
果
】

お
父
さ
ん
の
部
（
１
部
）

　

優　

勝　

上
小
幡
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

（
写
真
右
）

　

準
優
勝　

上
宿
Ａ

　

３　

位　

 

鍬
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ

　
　

〃　
　

羽
鳥
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

お
父
さ
ん
の
部
（
２
部
）

　

優　

勝　

 

南
飯
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

会
（
写
真
中
央
）

　

準
優
勝　

東
矢
貝

　

３　

位　

堤
上

　
　

〃　
　

稲
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

壮
年
の
部

　

優　

勝　

羽
鳥
壮
年
（
写
真
左
）

　

準
優
勝　

上
小
幡
Ｏ
Ｂ

　

３　

位　

東
矢
貝
壮
年

　
　

〃　
　

阿
部
田
壮
年

66チームが参加して「第2回桜川市
ソフトボール協会秋季大会」開催

大
和
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
、
筑
西

広
域
消
防
本
部
大
和
分
署
員
か
ら
の
救
急
救

命
法
の
講
習
を
受
け
る
市
体
育
協
会
会
員
と

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
の
み
な
さ
ん

お父さんの部（1部）に優勝した、上小幡
ソフトクラブのみなさん

壮年の部に優勝した、羽鳥壮年のみなさん お父さんの部（2部）に優勝した、南飯
田ソフトボール会のみなさん
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ラ
ム
２
回

・ 

１
回
の
掲
載
に
係
る
取
材
日
数

　

 :

特
集
記
事
（
１
〜
３
日
程
度
）、

コ
ラ
ム
（
半
日
〜
１
日
程
度
）

■
会
議
な
ど
に
出
席
／
委
嘱
状
交

付
式
お
よ
び
活
動
説
明
会
（
４

月
）、意
見
交
換
会（
10
〜
11
月
頃
）

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
任
期
／
平
成
20
年
４
月
〜
平
成

21
年
３
月
ま
で
の
１
年
間

■
募
集
人
員
／
４
人

応
募
資
格

・ 

茨
城
県
内
に
在
住
の
平
成
20
年

４
月
１
日
現
在
で
満
20
歳
以
上

の
女
性

・ 

公
務
員
や
議
会
の
議
員
で
な
い

方
・ 

取
材
先
の
要
望
す
る
日
時
に
応

じ
て
取
材
で
き
る
方
（
平
日
の

日
中
の
取
材
が
主
）

・ 

自
分
で
取
材
先
に
移
動
で
き
る

方
（
県
内
全
域
が
取
材
範
囲
）

■
謝
礼
金
／
年
間
謝
礼:

12
万
円

■
応
募
方
法
／
次
記
の
問
合
先
に

備
え
て
あ
る
「
平
成
20
年
度
い
ば

「
県
政
モ
ニ
タ
ー
」
募
集

県
西
地
方
総
合
事
務
所

　

茨
城
県
で
は
、
広
く
県
民
の
皆

様
の
ご
提
案
や
ご
意
見
を
組
織

的
・
継
続
的
に
お
聞
き
し
、
県
の

行
政
施
策
の
企
画
・
立
案
・
実
施

の
参
考
に
し
よ
う
と
、
平
成
20
年

度
の
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

活
動
の
内
容

・ 

県
政
に
つ
い
て
自
由
な
意
見
や

提
案
を
通
信
用
紙
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
に
よ
り
提
出

・ 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力

・ 

モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
（
年

２
回
）

・ 

施
設
見
学
会
へ
の
参
加
（
年
１

回
）

※
各
県
政
モ
ニ
タ
ー
へ
は
、
県
民

グ
ラ
フ
誌
「
フ
ォ
ト
い
ば
ら
き
」

な
ど
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

※
会
議
な
ど
に
出
席
さ
れ
た
際
に

は
、
交
通
費
相
当
額
を
県
で
負
担

し
ま
す
が
、
意
見
の
提
出
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
協
力
に
対
す
る
謝
礼

は
有
り
ま
せ
ん
。

■
任
期
／
２
年
間
（
平
成
20
年
委

嘱
の
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
末
日

迄
）

■
募
集
人
員
／
50
人

応
募
資
格

・ 

県
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上

の
方

・ 

常
勤
の
公
務
員
、
議
会
の
議
員

で
な
い
方

・ 

国
・
市
町
村
の
モ
ニ
タ
ー
お
よ

び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー

と
兼
務
に
な
ら
な
い
方

・ 

過
去
５
年
間
に
県
政
モ
ニ
タ
ー

を
経
験
し
て
い
な
い
方

■
選
考
／
応
募
用
紙
の
記
載
内
容

を
参
考
に
選
考
し
、
４
月
上
旬
ま

で
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
／
「
県
政
モ
ニ
タ
ー

応
募
用
紙
」
に
所
定
事
項
を
記
入

の
う
え
、
次
の
応
募
先
に
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
・
電
子
申

請
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
応
募
締
切
／
２
月
29
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

■
応
募
先
／
〒
３
１
０-

８
５
５

５　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８-

６

茨
城
県
広
報
広
聴
課　

県
政
モ
ニ

タ
ー
担
当 

宛　

℻:

０
２
９-

３
０
１

-

２
１
６
８
／
Ｅ
メ
ー
ル:k

oh
o2

@
p
ref.ib

a
ra
k
i.lg
.jp

■
問
合
先
／
茨
城
県
県
西
地
方
総

合
事
務
所
県
民
生
活
課
（

０
２

９
６-

24-
９
０
７
４
直
通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

「
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
」

募
集

県
西
地
方
総
合
事
務
所

　

茨
城
県
で
は
、
女
性
の
視
点
を

取
り
入
れ
、
県
民
参
加
の
開
か
れ

た
広
報
活
動
を
推
進
す
る
た
め

「
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
」
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

　

特
派
員
の
方
に
は
、
県
広
報
紙

「
ひ
ば
り
」（
毎
月
発
行
、
新
聞
折

り
込
み
全
戸
配
付
）
に
掲
載
す
る

原
稿
を
作
成
（
取
材
を
含
む
）
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

活
動
の
内
容

■
県
の
主
要
事
業
や
施
設
な
ど
を

取
材
し
、
そ
の
結
果
を
広
報
紙
で

発
表
／
県
が
実
施
し
て
い
る
事
業

や
県
立
施
設
な
ど
に
関
す
る
テ
ー

マ
（
特
集
記
事
）
や
県
の
特
産
物

や
観
光
情
報
な
ど
広
報
広
聴
課
が

定
め
た
テ
ー
マ
（
コ
ラ
ム
）
に
関

し
て
、
取
材
を
行
い
、
取
材
後
に

広
報
紙
に
掲
載
す
る
原
稿
を
作
成

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

取
材
に
は
、広
報
広
聴
課
職
員
、

制
作
ス
タ
ッ
フ
（
カ
メ
ラ
マ
ン
な

ど
。
取
材
内
容
に
よ
っ
て
ス
タ
ッ

フ
は
異
な
り
ま
す
。）
が
同
行
い

た
し
ま
す
。

・ 
県
広
報
紙
「
ひ
ば
り
」
へ
の
掲

載
回
数:

特
集
記
事
２
回
、
コ

募　

集

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

２
月
の

　

納
税
・
保
険
料

固
定
資
産
税　
　
　

  

４
期

国
民
健
康
保
険
税　

  

８
期

介
護
保
険
料　
　
　

  

６
期

納
期
限:

２
月
29
日
（
金
）

ら
き
女
性
特
派
員
応
募
用
紙
」
に

所
定
事
項
を
記
入
し「
応
募
理
由
」

と
「
地
域
の
話
題
」
を
そ
れ
ぞ
れ

４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た
も
の

を
添
付
し
て
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
県
広
報
広
聴
課
宛
に
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.p
ref.ib

a
ra
k
i.jp
/)

の
「
平

成
20
年
度
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員

募
集
案
内
」
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
送
信

も
可
能
で
す
。

■
応
募
締
切
／
２
月
29
日
（
金
）

当
日
消
印
・
送
信
有
効

■
応
募
先
／
〒
３
１
０-

８
５
５

５　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８-

６

茨
城
県
広
報
広
聴
課　

広
報
編
集

担
当 

宛　

℻:

０
２
９-

３
０
１-

２
１
６
８
／
Ｅ
メ
ー
ル:k

oh
o3
@

p
ref.ib

a
ra
k
i.lg
.jp

■
問
合
先
／
茨
城
県
県
西
地
方
総

合
事
務
所
県
民
生
活
課
（

０
２
９
６-

24-

９
０
７
４
直

通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

「
早
春
！
愛
宕
山
ハ
イ
キ
ン

グ
」
参
加
者
募
集

笠
間
・
吾
国
愛
宕
県
立
自
然
公
園

協
議
会

　

笠
間
・
吾
国
愛
宕
県
立
自
然
公

園
協
議
会
で
は
、
健
康
増
進
及
び

愛
宕
山
の
再
発
見
の
た
め
、
次
の

通
り
「
早
春
！
愛
宕
山
ハ
イ
キ
ン

グ
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
３
月
８
日
（
土
）
９
時

30
分
〜

■
集
合
場
所
／
愛
宕
山　

大
駐
車

場　

※
午
前
９
時
集
合

■
コ
ー
ス
／
愛
宕
山　

大
駐
車
場

⇒

 
愛
宕
神
社⇒

 
見
晴
ら
し
の
丘

⇒

 
南
山
展
望
台⇒

 
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
出
発
所⇒

 
ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ

（
昼
食
）

■
参
加
費
／
２
０
０
円
（
当
日
徴

収
・
保
険
代
含
む
）

■
持
参
品
／
雨
具
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
昼
食
（
お
に
ぎ
り
な
ど
）、

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど

※
昼
食
に
、
豚
汁
を
用
意
い
た
し

ま
す
。

■
募
集
人
数
／
２
０
０
人
（
先
着

順
）

■
募
集
期
間
／
２
月
８
日
（
金
）

〜
22
日
（
金
）

■
申
込
方
法
／
保
険
に
入
る
都
合

上
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年

月
日
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
次
へ
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
笠
間
・
吾

国
愛
宕
県
立
自
然
公
園
協
議
会
事

務
局
（
〒
３
０
９-

１
７
９
２
笠

間
市
中
央
３-

２-

１　

笠
間
市

商
工
観
光
課
／

０
２
９
６-

77-

１
１
０
１
・
℻
０
２
９
６-

78-

５
１
３
０

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の

日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
25
日
（
月
）
９
時

〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

■
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
３

月
31
日
（
月
）
真
壁
庁
舎
１
階
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

文
化
課

収
蔵
資
料
撰
③　

鬼
は
そ
と
！

・ 

会
期
／
２
月
１
日
（
金
）
〜
17

日
（
日
）

・ 

内
容
／
人
び
と
は
ど
の
よ
う
に

悪
病
や
災
厄
か
ら
逃
れ
、
福
を

招
こ
う
と
し
て
き
た
か
、
２
月

８
日
の
サ
サ
ガ
ミ
サ
マ
や
真
壁

町
五ご

味み

田だ

地
区
の
ヨ
ウ
カ
マ
ツ

リ
を
中
心
に
招
福
の
民
俗
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ
開
通
記
念
北
関

東
自
動
車
道
発
掘
遺
跡
展

・ 

会
期
／
２
月
24
日
（
日
）
〜
３

月
31
日
（
日
）

・ 

内
容
／
北
関
東
自
動
車
道
の
工

事
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
に
よ

り
出
土
し
た
、
旧
石
器
時
代
か

ら
江
戸
時
代
ま
で
の
遺
跡
と
遺

物
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

※
休
館
日
／
日
曜
・
祝
日
・
２
月

12
日
（
火
）

■
問
合
先
／
歴
史
民
俗
資
料
館

（

０
２
９
６-

55-

０
５
５
６
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

町
並
み
保
存
講
演
会

真
壁
町
登
録
文
化
財
を
活
か
す
会

　

昨
年
２
回
の
講
演
会
に
引
き
続

き
、
今
回
は
「
桜
川
市
を
住
み
良

い
町
・
住
み
続
け
た
い
町
に
創
り

上
げ
る
た
め
、
真
壁
地
区
か
ら
そ

の
手
法
を
考
え
、
町
並
み
は
い
か

に
し
て
活
性
化
が
図
ら
れ
る
か
。」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

是
非
、
皆
様
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。（
参
加
費
無

料
）

■
演
題
／
「
桜
川
市
真
壁
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
」

■
日
時
／
２
月
16
日
（
土
）
14
時

〜
16
時

■
場
所
／
真
壁
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
藤
川

昌
樹
氏
（
筑
波
大
学
大
学
院
シ
ス

テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
教
授
）

■
講
師
／
野
中　

勝
利
氏
（
筑
波

大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究

科
准
教
授
）

■
問
合
先
／
文
化
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
２
３
１
・
３
２
３
２
）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
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３月分 健 康 ガイド
《問合先》健康推進課　  58-5111・75-3111

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

３/２ (日)
大塚外科医院 真壁町亀熊1900 0296- 55- 0512

 9：00～12：00

13：00～16：00

(保険証は必ず持参）

県西総合病院 鍬田604 0296- 75- 3171

３/９ (日)
袖山医院本院 西桜川1-43 0296- 75- 2019

県西総合病院 鍬田604 0296- 75- 3171

３/16 (日)
塚田医院 真壁町飯塚97-1 0296- 55- 0585

県西総合病院 鍬田604 0296- 75- 3171

３/20 (木)
内科宮本医院 真壁町古城229-1 0296- 55- 0101

県西総合病院 鍬田604 0296- 75- 3171

３/23 (日)
田崎内科医院 真壁町田268 0296- 55- 2511

県西総合病院 鍬田604 0296- 75- 3171

３/30 (日)
延島クリニック 東飯田600 0296- 58- 5058

県西総合病院 鍬田604 0296- 75- 3171

３月の休日応急診療医療機関

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

３/13 (木) こころの健康相談 13：00～15：00
精神科医師が担当し、秘密は厳守されます。（要予
約）会場：真壁保健センター

第1・２・3・
4火曜日

精神保健デイケア ９：30～11：30
仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどう
ぞ。（要申込）

３月の精神保健

３月の成人健康づくり
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 受 付 時 間 内　　　　　容

３/３ (月)・
24日（月）

総合健康相談（会場／岩瀬
庁舎健康推進課、大和庁舎
保健福祉課、真壁保健セン
ター）

母子・成人全対象
９：00～ 11：00
13：00 ～ 16：00

子供の発達・栄養・しつけ（身
体計測は要予約）・食事や運動
の健康管理相談、糖尿病・高血
圧・高脂血症などの生活習慣病
に関する栄養相談（要予約）、
血圧・腹囲・体脂肪測定など

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

３月の予防接種

月　　日 種　　　　　　目 対象および接種方法 受 付 時 間 持参する物

３/11 (火) ポリオ
生後３か月～７歳６か
月未満

13：15～13：45 母子健康手帳、体温計、予診票

本年 4月から、ＢＣＧ・三種混合予防接種は個別接種となりました。対象年齢・接種期間を過ぎた方は、
任意接種（有料）となり依頼書が必要な場合がありますのでお問い合わせください。

月　　日 種　　　　　　目 対象および接種方法 受 付 時 間 持参する物

３/７ (金) ポリオ
生後３か月～７歳６か
月未満

13：15～13：45 母子健康手帳、体温計、予診票

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

３月の乳幼児健診・育児相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

３/12 (水) ４～５か月児育児相談 H19.10月・11月生 ９：45～10：00
母子健康手帳、送付した問診
票、バスタオル

３/14 (金) ２歳児歯科健診
H17.２月・H18.１月
生

13：00～13：20

母子健康手帳、送付した問診
票、バスタオル、歯ブラシ（子
ども用と仕上げみがき用）、
コップ

３/17 (月) １歳児健診 H19.３月生 13：00～13：20
母子健康手帳、送付した問診
票、バスタオル

３/18 (火) ３歳児健診
H16.12月・H17.１月
生

13：00～13：20

母子健康手帳、送付した問診
票、バスタオル、歯ブラシ（子
ども用と仕上げみがき用）、
コップ、尿、目と耳のアンケー
ト用紙

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

３/５ (水) ４～５か月児育児相談 H19.10月・11月生 ９：45～10：00
母子健康手帳、送付した問診
票、バスタオル

３/６ (木) １歳児健診 H19.２月・３月生 13：00～13：20
母子健康手帳、送付した問診
票、バスタオル

３/19 (水) １歳６か月児健診 H18.６月・７月生 13：00～13：20
母子健康手帳、送付した問診
票、バスタオル、歯ブラシ（子
ども用と仕上げみがき用）

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

３月の母と子の健康づくり
月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

３/14 (金) 離乳食教室
生後４か月～６か月児
の保護者

10：00～11：30
エプロン、三角巾またはバンダ
ナ、スリッパ、ふきん1枚／会
場：大和中央公民館（要予約）

3月の献血

月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

３/７(金) 大和体力増進センター（10：00 ～ 15：30）

３/24(月) 市役所真壁庁舎（ライオンズクラブ 10：00 ～ 15：30）
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ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
で
４
×
４
０
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
５
位
入
賞
の
経
歴
を

持
つ
、
法
政
大
学
准
教
授
の
苅
部
俊

二
さ
ん
が
、
真
壁
小
学
校
を
訪
れ
、

児
童
た
ち
に
ハ
ー
ド
ル
の
基
本
技
術

な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
文
部
科
学
省
が
全

国
の
小
学
校
に
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

を
派
遣
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ

あ
い
指
導
事
業
」
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
児
童
の
体
力
向
上

を
図
る
の
が
狙
い
。
当
日
は
、
４
〜

６
年
生
の
児
童
に
陸
上
競
技
に
つ
い

て
の
講
話
を
し
た
後
、
実
技
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ド
ル
走
で
は
「
頭
の
位
置
を

動
か
さ
ず
、
火
の
輪
を
く
ぐ
る
よ
う

に
。
足
は
キ
ッ
ク
、
手
は
パ
ン
チ
す

る
よ
う
に
。」
な
ど
と
、
子
ど
も
た

ち
に
も
わ
か
り
や
す
い
教
え
方
で
指

導
し
ま
し
た
。
短
時
間
で
の
子
ど
も

た
ち
の
上
達
ぶ
り
に
は
、
学
校
の
先

生
方
も
驚
く
ほ
ど
で
し
た
。

　

最
後
に
、
児
童
か
ら
「
熱
心
に
指

導
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
の
陸
上
競
技
会
な
ど
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。」
と
お
礼
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が

や
っ
て
き
た
！

苅か
る

部べ

俊し
ゅ

二ん
じ

さ
ん
が
陸
上
競
技

（
ハ
ー
ド
ル
）
の
実
技
指
導

苅
部
さ
ん
の
指
導
の
下
、
子
ど
も
た
ち
の
上

達
ぶ
り
は
学
校
の
先
生
方
も
驚
く
ほ
ど
で
し

た
。

４
〜
６
年
生
の
児
童
約
２
４
０
人
に
実
践
的

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
を
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
わ

か
り
や
す
く
指
導
す
る
苅
部
さ
ん

　

市
で
は
、
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、４
月
１
日
（
火
）
か
ら
「
桜

川
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

（
仮
称
）」
の
試
行
運
行
を
開
始
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
交
通
手
段
に

不
便
を
き
た
し
て
い
る
人
に
自
宅
や

指
定
の
場
所
か
ら
目
的
地
（
戸
口
か

ら
戸
口
）ま
で
、乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

に
よ
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
現
在
運
行
し
て
い
る
福
祉

巡
回
バ
ス
や
シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
利

用
券
は
、
よ
り
利
便
性
が
高
い
デ
マ

ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
伴

い
、
平
成
20
年
３
月
31
日
（
月
）
を

も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
す
。

　

利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
時
間

帯
・
乗
車
場
所
な
ど
の
要
望
（
デ
マ

ン
ド
）
に
応
え
る
新
た
な
公
共
交
通

で
す
。
タ
ク
シ
ー
の
便
利
さ
を
、
バ

ス
並
み
の
料
金
で
提
供
で
き
る
こ
と

が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

電
話
で
予
約
し
、
乗
車
・
目
的
地

ま
で
向
か
い
ま
す
。
乗
り
合
い
な
の

で
、
ほ
か
に
も
同
じ
便
に
予
約
さ
れ

た
方
が
い
れ
ば
、
道
順
に
回
っ
て
、

目
的
地
ま
で
運
行
い
た
し
ま
す
。

■
運
行
日
時
／
月
〜
金
曜
日
８
時
〜

17
時　

（
土
・
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、

お
盆
は
運
休
）

※
１
時
間
に
１
便
の
割
合
で
運
行
い

た
し
ま
す
。

■
利
用
料
金
（
１
回
の
乗
車
）
／

大
人:

３
０
０
円
、
中
学
生:
２
０
０

円
、
３
歳
〜
小
学
生:

１
０
０

円
、
３
歳
未
満:

無
料

■
運
行
エ
リ
ア
／
市
全
域
お
よ
び
筑

波
山
口
（
旧
筑
波
駅
）
ま
で

※
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
利

用
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。な
お
、

利
用
登
録
・
利
用
方
法
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
全
戸
配
付
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
企
画
課
（

58-

５
１

１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１
２

７
０
・
１
２
７
１
・
１
２
７
２
）

桜
川
市

 

デ
マ
ン
ド
型

  

乗
合
タ
ク
シ
ー（
称仮

）

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

と
は
？
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新
春
恒
例
の
桜
川
市
消
防
団
出
初

式
が
、
１
月
６
日
（
日
）
大
和
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
シ
ト
ラ
ス
）
で
、

市
消
防
団
・
消
防
署
な
ど
関
係
者
約

５
５
０
人
と
ポ
ン
プ
車
な
ど
36
台
が

参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
中
田
市
長
の
式
辞
の

後
、
永
年
勤
続
章
な
ど
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
桜
川
市
の
防
災
に
献
身
的
な

活
躍
を
し
て
き
た
消
防
団
員
を
称
え

ま
し
た
。
そ
の
後
、
白
川
消
防
団
長

代
理
が
「
我
々
、桜
川
市
消
防
団
は
、

日
頃
か
ら
防
火
・
防
災
の
思
想
の
普

及
を
図
る
と
共
に
団
員
一
人
ひ
と
り

が
日
々
訓
練
を
重
ね
、
万
が
一
の
火

災
や
災
害
に
際
し
て
は
団
員
が
一
致

団
結
し
て
任
務
を
全
う
す
る
覚
悟
で

す
。」
と
、
今
年
一
年
間
の
防
災
へ

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
勇
壮
な
分
列
行
進
と
地

域
の
安
全
を
祈
願
し
て
、上う

え

野の

沼ぬ
ま（

岩

瀬
地
区
）・
精

し
ょ
う

進じ
ん

沼ぬ
ま

（
大
和
地
区
）

に
分
か
れ
て
、
一
斉
放
水
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

１
月
13
日
（
日
）
大
和
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
シ
ト
ラ
ス
）
で
「
は
た

ち
の
集
い
式
典
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を

自
覚
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任

を
持
っ
て
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る

新
成
人
を
お
祝
い
励
ま
す
も
の
で
、

今
年
度
の
対
象
者
は
、
昭
和
62
年
４

月
２
日
〜
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
６
０
６
人
（
男

３
２
３
人
・
女
２
８
３
人
）
が
成
人

を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
対
象
者
６
０
６
人
の

う
ち
４
８
９
人
が
出
席
。
中
田
市
長

の
式
辞
の
後
、
代
表
者
３
人
が
「
両

親
を
は
じ
め
、
今
ま
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
に
感
謝
し
た
い
。」「
新
社

会
人
と
し
て
様
々
な
困
難
に
立
ち
向

か
い
、
胸
を
張
れ
る
よ
う
な
大
人
に

な
り
た
い
。」「
み
な
さ
ん
に
お
祝
い

し
て
も
ら
え
た
こ
と
、
健
康
で
二は

十た

歳ち

の
式
典
に
参
加
で
き
た
こ
と
に
あ

り
が
と
う
。」
な
ど
と
、
は
た
ち
の

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

桜
川
市
消
防
団
・
消
防
署
な
ど
約
５
５
０
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
出
初
式
の
模
様

精
し
ょ
う

進じ
ん

沼ぬ
ま

（
大
和
地
区
）
で
行
わ
れ
た
一
斉
放

水
の
模
様

６
０
６
人
の
新
成
人
を
代
表
し
て
、
中
田
市

長
（
写
真
右
）
に
謝
辞
を
述
べ
る
塚つ

か

田だ

直な
お

樹き

さ
ん
（
写
真
右
か
ら
２
番
目
）

昔
と
変
わ
ら
な
い
懐
か
し
い
笑
顔
が
集
ま
り
、

あ
ち
こ
ち
で
カ
メ
ラ
に
収
ま
る
光
景
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

希
望
を
胸
に

　

６
０
６
人
が

　
二
十
歳
の
門
出

防
災
へ
の

決
意
も
新
た
に 

桜
川
市
消
防
団
出
初
式
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書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

大和中央公民館図書室
《児童図書》
牡丹さんの不思議な毎日　　　　　　柏葉　幸子
海の金魚　　　　　　　　　　　　　ひろはたえりこ
にぎやかなおけいこ　　　　　　　　いとうひろし
きつねいろのくつした　　　　　　　こわせたまみ
《一般図書》
おひとりさまの老後　　　　　　　　上野千鶴子
白い砂丘　　　　　　　　　　　　　長野　慶太
名もなき毒　　　　　　　　　　　　宮部みゆき
ツレがうつになりまして　　　　　　細川てんてん

【今月のおすすめ図書】

容疑者Ｘの献身
東野　圭吾

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

岩瀬中央公民館図書室
【今月のおすすめ図書】

二宮金次郎の一生
三戸岡　道夫

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

《一般図書》
おりがみ遊園地　　　　　　　　　　桃谷　好英
人形のおりがみ　　　　　　　　　　　　〃
夕子ちゃんの近道　　　　　　　　　長嶋　　有
弾痕　　　　　　　　　　　　　　　阿木慎太郎
レイニー・パークの音　　　　　　　早瀬　　乱
彩恋　　　　　　　　　　　　　　　飯塚　　健
大延長　　　　　　　　　　　　　　堂場　瞬一
獄窓記　　　　　　　　　　　　　　山本　譲司
晋作　蒼き烈日　　　　　　　　　　秋山　香乃

真壁中央公民館図書室

【今月のおすすめ図書】

雛と雛の物語り
藤田　順子

貸
出
期
間 

▼ 

本:

２
週
間
（
１
人
５
冊
）
／

　
　
　
　

 　

 

ビ
デ
オ:

１
週
間
（
１
人
１
本
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 　

０
２
９
６-

55-

０
１
５
９

《児童図書》
中国の故事民話（全６巻）　　　　　　沢山晴三郎／沢山生也
わくわくたべものおはなしえほん（全５巻）　石井聖岳　ほか
調べてみようふるさとの産業文化・自然（全６巻）　中川重利　監修
怪談レストラン (21 ～ 25 巻 )　　　　松谷みよ子　編
ふるさとの伝承料理（８～１３巻）　　奥村彪男　ほか
《一般図書》
雨女（公事宿事件書留帳）　　　　　　澤田ふじ子
三面記事小説　　　　　　　　　　　角田　光代
獅子の系譜　　　　　　　　　　　　津本　　陽
上海迷宮　　　　　　　　　　　　　内田　康夫
走ることについて語るときに僕の語ること　村上　春樹
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桜
川
文
芸

　
　

俳　

句

【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

石
山
の
は
だ
膚は

だ

の
あ
ら
は
に
寒
の
入鈴

木　

つ
ぎ

し
た
た
か
に
生
き
て
卒
寿
や
柚
子
は
黄
に

安
達　

幸
子

孫
か
ら
の
う
れ
し
い
便
り
小
春
の
日代

田　

と
し

井
炉
裏
端
子
等
も
あ
ぐ
ら
で
ま
す
鱠ま

す

か
ぢ
る

皆
川　

和
子

も
の
の
芽
や
釣
人
二
人
沼
の
土
手

斉
藤
与
誌
江

磴
の
ぼ
り
息
抜
く
ベ
ン
チ
芽
木
の
寺田

中
は
つ
い

【
桜
川
岩
瀬
俳
句
会
】

八
十
路
来
て
先
ず
第
一
歩
初
日
記

大
関
し
づ
子

雲
上
に
荘
厳
に
見
ゆ
初
筑
波

上
野　

吉
江

極
月
や
友
は
旅
立
つ
星
世
界

永
瀬　

ち
い

峯
二
つ
茜
に
染
め
て
初
景
色

長
井　

冬
扇

成
し
と
げ
て
悔
い
な
き
一
人
年
暮
る
る

細
谷　

充
子

手
作
り
の
蒟
蒻
向
こ
う
三
軒
へ
配
り
て
歩
き
出

来
映
え
聞
か
ん

大
久
保
富
美
江

学
校
の
出
来
事
話
し
く
る
る
孫
落
葉
け
り
つ
つ

口
尖
ら
せ
る

渡
辺
し
な
子

　
　

の
万
の
紅
き
実
輝
く
を
摘
み
て
作
り
し
果

実
酒
の
色

片
岡
喜
知
子

突
い
て
は
小
首
を
か
し
げ
又
つ
つ
く
雀
ら
の
残

す
百
目
柿
腐
す

五
月
女
静
江

共
々
に
老
い
き
て
久
し
く
逢
は
ざ
り
し
友
の
訃

を
き
く
受
話
器
の
寒
さ

小
林　

む
ら

撓
に
も
実
り
し
柚
子
を
頂
き
て
風
呂
に
も
浮
か

し
心
ゆ
た
け
り

広
沢
日
出
子

う
れ
し
く
も
ま
た
一
抹
の
寂
し
さ
も
初
め
て
席

を
譲
ら
れ
し
と
き

石
田　

守
子

窓
に
見
る
裸
木
の
梢う

れ

は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
さ
ゆ
ら
ぐ

空
に
三
ヶ
月
の
浮
く

安
達
す
み
子

霜
柱
の
高
く
た
つ
朝
ざ
く
ざ
く
と
踏
み
て
遊
び

し
遠
き
日
偲
び
ぬ

石
川　

喜
代

　
　

短　

歌

【
や
ま
と
短
歌
会
】

秋
祭
り
の
祖
母
の
羊
か
ん
忘
れ
得
ぬ
味
を
な
ぞ

り
て
作
り
供
え
き

佐
藤
美
代
子

静
か
な
る
秋
の
日
の
午
後
賜
わ
り
し
栗
蒸
羊
羹

夫
と
食
み
を
り

北
条　

正
子

竹
の
皮
は
母
と
集
め
し
手
ざ
は
り
に
ま
と
ひ
眠

れ
る
虎
屋
の
よ
う
か
ん

塩
谷　

明
子

新
あ
づ
き
使
い
つ
く
り
し
羊
羹
を
茶
の
友
と
し

て
隣
人
集
ふ

鈴
木　

と
み

楽
焼
き
の
皿
に
盛
り
た
る
羊
羹
に
象
ど
ら
れ
た

る
秋
の
風
物

中
島　

龍
子

一
本
の
羊
羹
ず
し
り
手
に
乗
せ
ぬ　

私
は
彼
に

ど
れ
ほ
ど
の
重
み
？

深
谷　

快
子

【
岩
瀬
短
歌
会
】

落
ち
そ
ふ
な
付
け
睫
毛
し
て
笑
ひ
合
ふ
発
表
会

の
フ
ラ
の
踊
り
子

小
林
美
瑳
子

が
ま
ず
み
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小
こ

森
もり

　沙
さ

葵
き

ちゃん（写真右）

 平成 11年９月９日生

　2月 4日（月）～3月 3日（月）

「真壁のひなまつり」－和の風　第六章－が開

催されます。

　伝統的な街並みに、江戸時代から現代まで

の様々なお雛様が飾られるこのまつりは、真

壁地区を訪れた方をもてなそうと住民の皆様

がはじめたおまつりで、今年で 6回目を迎え

ます。昨年は10万人を超える人で賑わいを見

せ、茨城県を代表するイベントになりました。

【 表 紙 】

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（ 58-5111・75-3111 ／内線 1267）までお申込みください。

仲
なか

田
た

　一
い っ と

翔ちゃん（写真左）
 平成 16年 10 月４日生

仲
なか

田
た

　結
ゆ

風
ふ

ちゃん（写真右）

 平成 19年３月 24日生

（小塩地区）

おばぁちゃんからひとこと

　あいさつ名人の沙葵

ちゃんと、いつも明朗な

裕人くん。

　孫達の明るい笑顔から

たくさんの幸せをもらっ

ています。ありがとう

おじぃちゃんからひとこと

　トラックや電車の乗り

物が大好きな孫達です。

　いつも元気よく遊んで

います。孫には「魚武」

の三代目をついでもらい

たいです。

小
こ

森
もり

　裕
ひろ

人
と

ちゃん（写真中央）

 平成 18年７月 22日生

（羽田地区）

年
前
か
ら
板
塀
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

約
40
年
前
に
張
ら
れ
て
錆
び
つ

い
た
長
さ
約
80
㍍
の
外
壁
の
ト
タ

ン
板
張
り
は
、
鮮
や
か
な
杉
板
張

り
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

「
今
年
も
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
杉
板

を
張
り
付
け
る
予
定
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
古
い
街
並
み
の
景
観
づ
く

り
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。」
と
、

同
支
部
長
の
武
村
さ
ん
は
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

茨
城
県
建
築
士
会
桜
川
支
部
の

有
志
の
み
な
さ
ん
と
一
般
の
方
約

10
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
板
塀

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
登
録
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
真
壁
町
真
壁
の
村
井

醸
造
（
株
）
の
酒
蔵
外
壁
が
痛
ん

で
き
た
こ
と
か
ら
、
同
社
村
井
重

司
社
長
が
、
建
築
士
会
桜
川
支
部

に
依
頼
し
た
も
の
で
、
同
支
部
は

歴
史
的
建
造
物
が
残
る
真
壁
の
古

い
街
並
み
を
保
存
し
よ
う
と
、
数

茨
城
県
建
築
士
会
桜
川
支
部
の
み
な
さ
ん
の
手
に
よ
り
、
ト
タ
ン
板
張
り
が
鮮
や
か
な
杉
板

張
り
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。（
写
真
上:

施
工
前
／
写
真
下:

施
工
後
）

建
築
士
会

桜
川
支
部
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

街
並
み
保
存

杉の板を張り付ける茨城県建築
士会桜川支部のみなさん
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